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梁啓超における中国国家体制の構想 : 「自治」と
「聯邦制」を手がかりに











































2001（1898） : 1-163］ は、初出が 1898年で、『飲冰室文集点校』第 1集第 163頁からの引用で




































































































































































































































































































































































与していたことが、おそらく彼の念頭に置かれているであろう［丁文江　2004 : 1-25～26］ 
（注 26）。その前の 1899年に発表された「商会議」においても、梁啓超は「他省はさておき、 















































































































































































































































































社会を ｢礼俗社会｣ と規定し、それぞれの内部構造をモデル化して、前者を ｢団体格局｣、後者を ｢差序格局｣
と呼んでいる［村田雄二郎　2000］。
























（7） 『欧游心影録節録』は 1919年 10-12月の作であり、1920年 3-6月北京の『晨報』と上海の『時事新報』に同時
に連載された。［梁　2001（1919） : 6-3496］。


































［梁　2001（1902） : 2-915］、「新民説・論政治能力」［梁　2001（1904、1905） : 1-646］、「政聞社宣言書」［梁
2001（1907） : 4-2237］においてもこの典故を用いている。
（16） Philip Kuhnによれば、黄遵憲は最初に日本語の「自治」の言葉を中国に紹介したという。Philip Kuhn , “Local 
Self-Government under the Republic : Problems of Control, Autonomy and Mobilization,” F. Wakeman and C. Grant, 
eds., Conflict and Control in Late Imperial China, University of California Press, 1975, p. 270.しかし、それに対して、
黄東蘭は、少なくとも 1895年に発表された厳復の論文のなかに、すでにこの言葉が現れていると反論した［黄






















































































































（39） 梁啓超は 1912年 12月 1日「省制問題」を『庸報』に発表し、それに対して、戴季陶（1891-1949）は 18日か
ら 20日にかけて「民国之省制問題――並駁梁啓超」を『民権報』に連載し、反論を示した。
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